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＜検討対象『既存タンクに貯蔵可能な水素キャリア』の選択＞

水素キャリア

項目
液化水素（LH2） アンモニア（NH3）

メチルシクロヘキサン
（MCH）

特徴 評価 特徴 評価 特徴 評価

長期保存性 極低温を長期間維持することの
困難さから民間においてＬＮＧ
も２～３カ月程度の保存が想
定されており、液化水素も長期
保存には向かないと想定

×

アンモニアタンクで長期保存は可能

○

通常の石油製品と同様に長期保存
は可能

○

貯蔵施設の建設
費用

極低温の液化水素を製造するコ
ストは高い

×

ＬＰＧ低温タンクの転用は可能であ
るが、用いている材料によっては大
規模な改修が必要｡また､既存のＬＰ
Ｇ低温タンク､アンモニアタンクの
容量､立地等が限られている｡

※
△

既存の石油タンクの転用が可能で
あるが、脱炭素社会で余剰になる
石油タンクを戦略的に用途転換す
ることで貯蔵施設の整備費用は削
減可能。

○

払出を考慮した
取扱容易性

ローリー等での出荷は可能

○

内航輸送、鉄道輸送、トラック輸送
等にも対応可能であることから、払
出の際の取扱は容易と考えられる。
なお、毒性に起因する漏洩リスクが
あり、除害設備を設置するなどの対
策が必要

○

既存の石油製品と同じ取扱で済み、
内航輸送、鉄道輸送、トラック輸
送等にも対応可能であることから、
払出の際の取扱は容易と考えられ
る。

○

体積ｴﾈﾙｷﾞｰ密度
（対原油比）

原油の26.3％
（同一の原油発熱量に必要な体
積：原油の3.8倍）

△
原油の39.6％（ｱﾝﾓﾆｱを直接燃焼）
（同一の原油発熱量に必要な体積：
原油の2.5倍）

○
原油の17.6％（抽出水素を燃焼）
（同一の原油発熱量に必要な体
積：原油の5.7倍）

△

その他の考慮が
必要なポイント ー

※国備ＬＰＧ低温タンクの鋼板材料は適
合している（○）。なお、いずれの鋼板
材料でもＳＣＣ（応力腐食割れ）対策は
必要となる。

・水素を取り出した後のトルエンを保
管することが重要。特に、国内再エネ
余剰電力から水素を製造し、トルエン
と合成してＭＣＨとして長期保存する
場合、国内にトルエンの在庫が必要

① JOGMECでは、これまで培ってき
た貯蔵技術を基に「既存タンクにお
ける水素キャリアの転用貯蔵」の検
討を行うことを決定

②既存タンクへの適合可能性
のある水素キャリアを選択する
ため、水素キャリア毎の特徴に
ついて評価を実施

③アンモニアはＬＰＧ低温タンク、Ｍ
ＣＨは浮屋根式原油タンクが適合してい
る可能性が高いことが判明したため、こ
れらを検討対象とした。
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